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１．研究目的 
 現在の高校生と大学生との教科書には難易度に

大きな開きがある。この開きを埋めるため、大学生以

上の女性もしくは女子学生の興味を引きやすい「恋

愛模様」に見立てた教育ツールを作成し。科学の理

解を促す。 

 

２．調査内容（事前調査） 
 書店に置かれた際、目を引くデザインは何かを考

え調査を行った。 

 （1）各出版社が行った「文庫本カバーで、商品の

価値や消費者の購買意欲はどのように変わるのか」

の調査では、コミックイラストの表紙デザインには、１

番目立つ・内容に興味を持つなどの意見が多く、柄

のデザインには、外で呼んでいても恥ずかしくない

などの意見が見られた。 

 （2）次に他の本と差別化を図るため、書店の恋愛

コーナーの表紙を(女性のイラスト・写真・文字だ

け・柄・ギャグイラスト)に分け、どんな本が多いのか

を調べた。結果、柄、写真が使われた表紙が多い

ことが分かった。 

 

３．コンセプトおよびアイディア展開 
 書店に置かれた際に他の本との差異化を図り、

購買意欲を促進できる表紙を考える。 

 
 （１）の結果から、Ａ案・Ｂ案の２種類を試作品とし

て作り、文化祭でアンケート調査を行った。結果、

「どちらが手に取りやすいか。」という質問に対し、

Ａ案 166 人・Ｂ案 88 人など、シンプルなものの方が

好まれる傾向にあるとわかった。その他、表紙への

意見では、Ｂ案は手に取りにくい・シンプルなもの

がいい・電車で読むのは難しい、などの否定的な

意見が多いが、一方で、手に取りやすいのはＡだ

けど目がいくのはＢなどの意見も得られた。全体的

な意見としては、人物の写真、派手、などの表紙が

手に取りにくいデザインであることがわかった。 
 
４．最終提案（作品） 

 
 表紙デザインはＢ案を使いカバーをはずすとＡ案

のシンプルなデザインで使える二段構造にして、ア

ンケートの意見にもあった普段使いには向かない

という点を改善した。手に取りにくいという点を改善

するために、彩度を調節し女性を目立たなくした。

背景の瓶や壁を更に描き込み、より現実感を出す

ようにした。 

 また著者の意見（タッチを柔らかく・構図はＯK・

眼鏡をかけて大人っぽい女性の感じでもいい・色

のトーンをもう少し落とした方がいい）を反映した。 

 ターゲットユーザである化学に苦手意識のある人

は、化学の要素を全面的に押し出すと手に取らな

いと考え、一目で化学の本だとわからないデザイン

にした。ここでは、ＡＩDＭＡの法則を使い、まずは

興味を持ってもらうためのデザインにした。 

 

５．今後の発展 
 理系女子の恋愛をシリーズ化する場合は、今回

のデザイン案の調査を次に反映させる。 
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